
小津の散歩道小
津
安
二
郎
・
野
田
高
梧
　
有
縁
地
碑

　
城
の
平
に
あ
る
小
津
と
野
田
の
記
念
碑
。
小

津
の
没
後
十
年
目
に
あ
た
る
七
三
年
に
、
交
流

の
あ
っ
た
映
画
人
や

地
元
蓼
科
の
人

達
に
よ
り
建

て
ら
れ
た
。

小津と野田、桜ケ丘にて

小津と野田、プール平にて

桜ケ丘

城
の
平
入
口

滝
の
湯

親
湯

笹丸平

プール平

大滝

横
谷
観
音

乙
女
滝

無藝荘跡

雲呼荘跡

蓼科湖
聖光寺

至茅野市街

至ピラタスロープウェイ
至麦草峠

無藝荘

小
津
安
二
郎
と
蓼
科
高
原

　
昭
和
二
十
九
年
夏
、前
年
に『
東
京
物
語
』を
撮
り
終
え
た
小
津
は
、

脚
本
家
で
あ
り
盟
友
の
野
田
高
梧
に
伴
わ
れ
、初
め
て
蓼
科
高
原
の

野
田
の
山
荘｢

雲
呼
荘
」を
訪
れ
ま
し
た
。

『
蓼
科
日
記
』（
注
）に
、八
月
十
八
日
、

小
津
安
二
郎
が
最
初
に
記
し
た
感
想
が

｢

雲
低
く
寝
待
月
出
で
て
、遠
望
模
糊
、

ま
こ
と
に
佳
境
、連
日
の
俗
腸
を
洗
う
」

と
あ
り
ま
す
。

　
蓼
科
の
自
然
、人
情
、旨
い
酒
が
す
っ
か
り
気
に

入
り
、そ
れ
ま
で
の｢

茅
ヶ
崎
館
」か
ら
蓼
科
に
仕

事
場
を
移
し『
東
京
暮
色
』以
降
、没
す
る
ま
で
の

七
作
品
全
て
の
シ
ナ
リ
オ
が
こ
こ
蓼
科
で
書
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。一
本
シ
ナ
リ
オ
が
完
成
す
る
ご
と
に
百

本
の
酒
の
空
瓶
が
並
ん
だ
と
い
う
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
原
で
の
生
活
を
愉
し
み
、酒
を
愛
し
、訪
れ
る
人
々
を
も

て
な
し
、時
に
は
連
れ
立
っ
て
散
策
を
す
る
。ま
た
、地
元
の
人
々

と
も
気
さ
く
に
付
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。婚
礼
に
祝
い
を
贈
っ
た
り
、小

学
校
の
運
動
会
見
物
に
出
掛
け
た
り
、撮
影
所
へ
招
待
さ
れ
た
人
も
い

た
そ
う
で
す
。そ
ん
な
蓼
科
で
の
様
子
は
、小
津
の
日
記
な
ど
か
ら
克
明

に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　『
雲
呼
荘
』は
す
で
に
取
り
壊
さ
れ
て
現
存
し
ま
せ
ん
が
、小
津
が
仕

事
場
と
し
て
、ま
た
東
京
か
ら
訪
れ
る
映
画
関
係
者
な
ど
の
接
待
の
場

所
と
し
て
使
用
し
た『
無
藝
荘
』が
残
っ
て
い
ま
す
。昭
和
初
期
に
製
糸

業
で
名
高
い
諏
訪
の
片
倉
家
が
、地
元
の
旧
家
を
移
築
し
別
荘
と
し
た

『
片
倉
山
荘
』（
木
造
平
屋
建
て
約
百
二
十
六
平
方
㍍
）を
、昭
和
三
十
一

年
蓼
科
に
腰
を
据
え
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
始
め
た
小
津
が
借
り『
無
藝

荘
』と
命
名
し
ま
し
た
。蓼
科
高
原
は
小
津
映
画
の
心
の
ふ
る
さ
と
で

あ
り
、多
く
の
名
作
が
生
ま
れ
た
土
地
で
す
。

＊
注
　
『
蓼
科
日
記
』─

当
時
、
野
田
高
梧
の
山
荘
『
雲
呼
荘
』
に
備
え
ら
れ
て
た
十
八
冊

か
ら
な
る
日
記
で
、
来
訪
者
に
も
書
か
せ
て
い
た
。
当
時
の
蓼
科
の
様
子
や
小
津
と
野
田
の

生
活
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

篠原亨氏所蔵

無藝荘 台　　所囲炉裏 五右衛門風呂

蓼
科
の

丸
々
太
る

貸
し
馬
の

腹
吹
抜
け
て

秋
の

風
吹
く

　蓼
科
に
て

　小
津
安
二
郎

「無藝荘の囲炉裏ー小津スケッチ帳より」
両角昭雄氏所蔵 旧無藝荘


